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１．背景と目的 

国連によれば 2019 年に 77 億人の世界人口は 2050 年には 100 億人近くに達し、と

りわけサブサハラアフリカにおける人口は倍増するとされ、その人口を賄う食料生産

の質・量の安定化達成が喫緊の課題とされている。野菜栽培振興は食料生産の質、例え

ば栄養改善に寄与しその恩恵は栽培農家のみならず地域消費者に及ぶ可能性がある。

サブサハラアフリカサバンナ気候帯における野菜栽培では、乾期中の灌漑用水確保が

課題である。そのため、同気候帯に位置するガーナ北部の農村では、通年営農の実現を

目的としたため池を整備する「One Village, One Dam」プロジェクト、既設ため池の

無効放流を農業利用する親子ため池システムの提案 1)などが行われてきた。これらの

ため池は、家庭用水、家畜飼養など多用途に利用されており、野菜栽培への灌漑には節

水栽培技術の開発が必要となる。本報告では野菜栽培の現状から同技術開発に向けて

課題を整理する。 
２．対象地域における野菜栽培 

ガーナ北部ノーザン州の州都タマレの市街地および近郊では、乾期を中心に野菜が

栽培されてきた。タマレには永年河川がないため水源は貯水池、水道、排水溝の水であ

る。栽培品目はキャベツ、レタス、アマランサス、ローゼル、オクラ、モロヘイヤなど

である。雨期には野菜の供給量が増え値段が下がることから、トウモロコシやヤムイ

モなどの主食栽培を行う農業者が多い。外来野菜は男性が主要な生業として行い、初

期投資や灌水が少なくてすむ伝統野菜は、女性が担う傾向がある。また、都市部に比べ

て近郊では伝統的野菜の栽培が多い。灌水は、朝・晩 2 回が一般的で、過灌水が指摘

されているが、土壌、作物に応じた要水量は明確ではない。また、灌漑に係る労力を削

減する必要性が指摘されている。2) このような現状から、村に建設されるため池の水

を利用して野菜栽培を行う場合、より要水量の少ない伝統的なアマランサス、ローゼ

ル、モロヘイヤなどを対象とした葉物野菜栽培の節水技術が必要と考えられる。 
３．対象地域の野菜栽培における灌漑水量 

葉物野菜を対象に、タマレ近郊での文献事例、調査事例、気候が類似しているタイ

東北部における事例で要水量を比較した。 
1）  Crop Wat 8.0 から求められる ETc（作物消費水量） 

Shaibu(2017)が Crop Wat 8.0 により、タマレでアマランサスを栽培日数 100 日（11
月から 2 月）として算出した ETc は 755mm であった。3) 
2）タマレ近郊の女性グループによる葉物野菜向けの灌水量 

2015 年末の乾期から 2017 年末の乾期の計 3 回、タマレ近郊の親子ため池システム

の子池の水を利用して、地元の女性が葉物野菜（ササゲ、ローゼル、モロヘイヤなど）
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の栽培を行った。女性らは、子池の水をポンプで楊水し小型貯水槽にため、そこからバ

ケツ等を用いて灌水した。その小型貯水槽に水を貯めた回数を元に、灌水量を推計し

た。  
2018 年 1 月 12 日から 4 月 21 日まで：約 280mm 
2017 年 1 月 12 日から 3 月 30 日まで：約 150mm 
2015 年 12 月 25 日から 2 月 24 日まで：約 150mm 
なお栽培の結果と販売の記録から、乾期の葉物野菜向け灌漑は、女性の所得向上に

有効であり、その上、地域住民の食生活改善に幅広く貢献する可能性が報告されてい

る。4) 
3）東北タイにおける事例  

東北タイの砂質土壌地域では、乾砂層によって毛管現象が断たれることにより、雨

期の土壌水分が長期に渡って保持されている。5)断根のないプラグ苗を用いれば、この

土壌水を利用して、液肥灌漑のみで野菜の栽培が可能である。6)例えばトマトでは、蒸

発ポテンシャルから算出される要水量は約 500mm、慣行では朝夕 2 回で栽培期間中約

200 回になるが、これを 1 回 1mm、栽培期間中 5mm に削減できる。7)なお、粘土質土

壌は土壌水分量が大きいため、より節水栽培に有利であることがシミュレーションで

は示されている。8) 
４．現状からの考察と今後の課題 

1）と 2）の比較から、村のため池を利用した乾期野菜栽培は、ETc よりも少ない水

量で実施され、灌漑労力を節減するとともに、開発効果のある灌漑ができると考えら

れる。3）からは、東北タイと同じく雨期のあるガーナには、同レベルの節水栽培の可

能性があると考えられる。以上から、ガーナ北部におけるアマランサス、ローゼル、モ

ロヘイヤなどの葉物野菜栽培において大幅な節水の可能性がある。今後栽培試験によ

り節水の可能性を明らかにするとともに、農業者が適切な灌水を実践する手段を検討

する必要がある。 
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